
ふ
く
し
ま
県
人
会
だ
よ
り 

  
 

 

 
 福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

田
中 

四
郎 

 

       

 

北
海
道
内
の
各
県
人
会
の
皆
様
に
は
、

御
無
沙
汰
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
皆
様
に

は
、
御
変
わ
り
な
く
御
過
し
の
事
と
存
じ

ま
す
。
連
合
会
の
総
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
県
人
会
だ
よ
り
の
御
挨
拶
と

な
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
み
ま
す
と
、
令

和
元
年
五
月
十
八
日
開
催
の
旭
川
で
の

総
会
終
了
時
よ
り
、
函
館
福
島
県
人
会
は
、

令
和
二
年
五
月
二
十
四
日
総
会
開
催
の

た
め
に
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
函
館
湯
の

川
温
泉
の
会
場
場
所
の
ホ
テ
ル
も
決
ま

り
、
三
月
中
頃
ま
で
作
業
を
進
め
て
居
り

ま
し
た
。
実
施
日
迄
残
り
二
ヶ
月
も
な
い

の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
拡
大
が
止
ま

ら
ず
、
会
員
の
皆
様
の
安
全
と
健
康
を
考

え
ま
し
た
時
、
総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
結
論
と
な
っ
た
次
第
で
す
。
準
備
す

る
県
北
海
道
事
務
所
も
、
我
々
連
合
会
役

員
も
、
ま
し
て
や
、
担
当
函
館
福
島
県
人

会
の
小
山
会
長
を
初
め
役
員
と
会
員
の

皆
様
に
は
、
こ
れ
程
残
念
な
こ
と
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
直
ち
に
、
各
県
人
会

に
対
し
、
三
月
十
九
日
付
で
第
四
十
八
回

の
北
海
道
連
合
会
総
会
中
止
を
お
知
ら

せ
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
第
四
十
八
回
福
島
県
人
会
北

海
道
連
合
会
総
会
は
書
面
開
催
す
る
旨

の
通
知
を
四
月
二
十
三
日
付
で
事
務
局

よ
り
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。
書
面
総
会
資

料
は
十
ヶ
月
間
も
準
備
作
業
し
て
お
り

ま
し
た
の
で
整
理
す
る
だ
け
で
良
い
所

で
し
た
。 

議
案
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
書

面
表
決
書
を
添
付
し
て
、
六
月
十
日
ま
で

返
送
し
て
く
れ
る
様
に
御
依
頼
を
申
し

上
げ
て
、
第
四
十
八
回
福
島
県
北
海
道
連

合
会
総
会
資
料
一
式
を
五
月
二
十
七
日

に
各
県
人
会
に
郵
送
致
し
書
類
配
布
を

終
了
し
ま
し
た
。
今
年
の
前
半
は
、
以
上

の
様
な
業
務
を
遂
行
し
て
参
り
ま
し
た
。 

北
海
道
の
福
島
県
人
会
は
、
郷
土
福
島

県
の
ふ
る
さ
と
の
里
山
を
思
い
、
県
人
会

の
仲
間
と
志
し
を
同
じ
く
し
て
、
母
県
の

発
展
と
各
々
の
県
人
会
の
発
展
に
努
力

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。 

今
後
共
、
皆
様
の
御
協
力
と
御
支
援
を

賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。 

 

 

 

 

第
四
十
八
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合

会
総
会
に
つ
い
て 

第
四
十
八
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
書
面
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

次
回
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
開
催

す
る
役
員
会
で
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
、
長
年
県
人
会
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
皆
様
に
、
福
島
県
知
事
、
福
島
県
人

会
北
海
道
連
合
会
長
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

【
感
謝
状
受
賞
者
】 

福
島
県
知
事 

田
中 

四
郎 

様
（
札
幌
市
） 

 福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長 

稲
村 

宗
彦 

様
（
札
幌
） 

稲
村 

サ
ダ
子 

様
（
札
幌
） 

原
武 

ふ
み
え 

様
（
旭
川
） 

佐
藤 

律
子 

様
（
美
幌
町
） 

三
津
谷 

能
男 

様
（
千
歳
） 

飯
村 

幸
子 

様
（
千
歳
） 

吉
田 

洋
子 

様
（
千
歳
） 
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「
札
幌
に
住
ん
で
半
世
紀
」 

札
幌
福
島
県
人
会 

副
会
長 

清
野 

昭
一 

 

札
幌
福
島
県
人
会
に
入
会
し
た
の
は

昭
和
六
十
年
で
す
が
、
永
ら
く
は
「
幽
霊

会
員
」
で
し
た
。
県
人
会
の
行
事
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
七
年
頃

で
あ
り
ま
す
。 

出
身
地
は
福
島
市
。
福
島
を
離
れ
た
の

は
大
学
に
入
学
し
た
昭
和
四
十
六
年
で
、

卒
業
後
は
福
島
へ
戻
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
就
職
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
三
月
に
定
年
退
職
し
、
五

年
間
の
勤
務
延
長
を
経
て
、
現
在
は
臨
時

職
員
と
し
て
細
々
と
働
く
年
金
生
活
者

で
す
。
札
幌
で
の
生
活
は
来
年
で
半
世
紀

に
な
り
ま
す
。 

昭
和
五
十
四
年
に
縁
あ
っ
て
利
尻
町

生
ま
れ
の
妻
と
出
会
い
結
婚
。
以
来
、
毎

年
八
月
初
旬
に
利
尻
島
を
訪
れ
、
漁
師
を

し
て
い
た
義
父
の
昆
布
干
し
を
手
伝
い

な
が
ら
夏
を
過
ご
し
ま
し
た
。
福
島
へ
行

く
の
は
も
っ
ぱ
ら
一
月
。
子
ど
も
の
冬
休

み
が
北
海
道
は
長
い
の
で
、
時
期
を
ず
ら

し
て
帰
省
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
冬

に
福
島
へ
行
く
と
家
の
中
が
寒
い
た
め
、

子
ど
も
た
ち
は
よ
く
風
邪
を
引
い
て
い

ま
し
た
。 

子
ど
も
が
成
長
す
る
に
つ
れ
実
家
へ

行
く
回
数
が
減
り
ま
し
た
。
義
父
は
平
成

四
年
、
父
は
平
成
二
十
三
年
に
他
界
し
ま

し
た
が
、
義
母
と
母
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で

生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
義

母
と
母
が
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
利
尻
島
と
福
島
を
訪
れ
る

機
会
が
徐
々
に
多
く
な
り
、
平
成
三
十
年

か
ら
三
十
一
年
に
か
け
て
は
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
、
飛
行
機
で
移
動
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
三
十
一
年
二
月
に
福

島
の
母
が
、
四
月
に
利
尻
の
義
母
が
相
次

い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
利
尻
と

福
島
へ
行
く
機
会
が
減
る
の
か
な
と
思

う
と
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。「
親

孝
行
、
し
た
い
と
き
に
親
は
な
し
」
と
申

し
ま
す
が
、
も
っ
と
会
い
に
行
け
ば
よ
か

っ
た
ね
、
と
妻
と
話
し
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
皆
さ
ま
は
す
で
に
ご
存
じ
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
利
尻
島
に
は
「
会

津
藩
士
の
墓
」
が
利
尻
町
沓
形
種
富
町
、

利
尻
富
士
町
鴛
泊
ペ
シ
岬
、
利
尻
富
士
町

鴛
泊
本
泊
の
三
か
所
に
あ
り
ま
す
。
私
は

何
十
年
も
利
尻
島
へ
行
っ
て
い
ま
す
が
、

現
地
へ
行
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
回
令
和
三
年
四
月
、
義
母
の
法
事

で
利
尻
島
へ
行
く
折
に
は
、
是
非
と
も

「
会
津
藩
士
の
墓
」
に
も
お
参
り
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

  

「 

“
美
幌
県
人
会
だ
よ
り
”
で 励

ま
し
を
」 

美
幌
福
島
県
人
会 

 

会
長 

近
藤 

康
弘 

 

 
 

美
幌
地
方
も
黄
金
色
に
実
っ
た
小
麦

の
刈
り
取
り
に
、
コ
ン
バ
イ
ン
機
が
朝
早

く
か
ら
夜
中
も
ラ
イ
ト
を
付
け
て
、
バ
ッ

タ
ン
バ
ッ
タ
ン
と
音
を
立
て
な
が
ら
収

穫
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

又
近
く
で
は
、
早
出
し
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘

り
と
玉
ネ
ギ
作
業
も
始
ま
っ
て
、
農
家
の

収
穫
作
業
の
原
風
景
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

時
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、
美
幌

福
島
県
人
会
も
令
和
二
年
二
月
二
十
三

日
午
後
四
時
よ
り
美
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
於
い
て
、
創
立
四
十
六
周
年
の
定
期

総
会
を
開
催
し
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所

か
ら
長
谷
川
利
嗣
所
長
、
金
田
亮
介
主
事
、

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
よ
り
田
中

四
郎
会
長
が
初
め
て
参
加
さ
れ
、
北
海
道

議
会
議
員
の
高
橋
文
明
氏
は
多
忙
な
た

め
出
席
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
秘
書

の
東
逸
生
氏
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で

下
さ
り
総
会
に
花
を
添
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

 

宴
も
、
福
島
県
の
お
い
し
い
酒
と
料
理

で
、
大
き
い
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
４

升
も
空
い
た
と
い
う
位
に
盛
り
上
が
り
、

近
況
を
語
り
合
い
な
が
ら
カ
ラ
オ
ケ
に

集
ま
っ
た
二
十
三
名
の
笑
顔
が
は
じ
け

て
、
ま
た
会
う
の
を
楽
し
み
に
解
散
し
ま

し
た
。 

 

二
次
会
は
、
会
員
の
ナ
イ
ト
ア
カ
シ
ア

さ
ん
に
十
名
で
参
加
し
て
歌
を
楽
し
み

ま
し
た
が
、
田
中
会
長
は
十
曲
ほ
ど
歌
い

宴
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
負

け
じ
と
五
曲
カ
ラ
オ
ケ
を
気
分
よ
く
歌

【利尻富士】 
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い
ま
し
た
。
外
は
吹
雪
で
し
た
が
、
店
の

中
は
ほ
ん
わ
か
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
て
、

二
時
間
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で
、
店
の
美

し
い
女
性
に
送
っ
て
い
た
だ
き
、
解
散
し

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
陽
性
の
人
が

増
え
出
し
て
、
集
ま
る
こ
と
も
出
来
ず
に
、

全
て
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
番

苦
し
ん
で
い
る
時
に
励
ま
さ
ず
し
て
、
い

つ
励
ま
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
と
の
思

い
で
、
五
月
よ
り
「
美
幌
県
人
会
だ
よ
り
」

を
毎
月
会
員
の
皆
様
に
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
。 

 

又
七
月
下
旬
に
は
、
六
月
二
十
一
日
に

開
催
を
予
定
し
て
い
た
、
第
四
回
美
幌
福

島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
中
止
と

な
っ
た
の
で
、
参
加
を
予
定
し
て
い
た
協

賛
会
会
員
と
県
人
会
会
員
、
来
賓
予
定
者

と
合
わ
せ
て
四
十
数
名
に
、
暑
中
ハ
ガ
キ

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
福
島
県
の
負
け
じ
魂
で
、

何
が
あ
っ
て
も
負
け
て
た
ま
っ
か
！
と

の
心
こ
そ
大
切
な
れ
の
如
く
、
今
後
も
笑

顔
で
全
員
が
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
頑

張
り
ま
す
。 

  

「
毎
日
の
よ
う
に
家
庭
の
菜
園
で 

 
 
 
 
 

頑
張
っ
て
お
る
長
老
で
す
」 

美
幌
福
島
県
人
会 

 顧
問 

打
地 

健
一  

 

道
東
の
地
に
も
や
っ
と
春
の
訪
れ
、
庭

の
木
々
も
緑
一
色
に
つ
つ
ま
れ
て
お
る
、

今
日
こ
の
頃
で
す
。
最
近
は
東
西
南
北
コ

ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
、
の
報
道
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
。
そ
の
上
外
出
自
粛
と
か
、
夢
も
希

望
も
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。 

 

そ
ん
な
中
、
我
が
家
の
家
庭
菜
園
に
は
、

馬
鈴
薯
、
豆
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
多
種
多

様
な
苗
を
植
え
て
お
り
、
苗
た
ち
と
た
わ

む
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
こ
の
前
ま
で

は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
食
べ
放
題
で
あ
っ
た
。

数
か
月
後
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。 

 
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
、
各
県
人
会
の
皆
様

と
元
気
な
姿
で
の
再
会
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の

美
声
、
福
島
県
の
名
酒
で
乾
杯
で
き
る
こ

と
を
念
じ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

「
北
海
道
福
島
県
人
会
の
皆
様
へ
」 

美
幌
福
島
県
人
会 

 

会
計
監
査 

佐
藤 

律
子  

 

福
島
県
人
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

私
の
住
む
道
東
地
区
も
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
仕
事
が
激
減
し
ま
し
た
。
私
達
共
々

は
ホ
テ
ル
の
管
理
等
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
社
の
都
合
で
休
業
の
た
め
三
カ

月
失
業
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
コ
ロ
ナ
太
り

で
す
。 

 

県
人
会
の
皆
さ
ん
も
、
失
業
し
た
方
も

大
変
な
時
期
を
送
っ
て
い
た
で
し
ょ
う

ね
。
七
月
に
入
り
、
少
し
ず
つ
勤
務
す
る

よ
う
に
な
っ
た
時
が
来
ま
し
た
。
子
供
達

も
大
変
な
時
期
を
過
ご
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
（
三
密

厳
守
）
に
な
り
寂
し
い
で
す
。
親
御
さ
ん

た
ち
も
大
変
で
し
た
ね
。 

 
私
も
孫
た
ち
の
所
へ
行
け
ず
寂
し
い

思
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や

り
取
り
し
て
い
て
も
、
姿
が
見
ら
れ
ず
残

念
で
す
ね
。 

 

一
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終

息
す
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。
思
い
き

り
友
達
と
遊
び
た
い
で
す
ね
ー
。
く
れ
ぐ

れ
も
皆
さ
ん
お
体
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い

ね
。
い
つ
か
は
福
島
へ
遊
び
に
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
北
海
道
に
も
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

私
も
ホ
テ
ル
の
仕
事
に
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
来
道
の
際
は
、
当
店
ホ
テ
ル
（
あ

か
ん
の
悠
久
の
里 

鶴
雅
）
に
ご
宿
泊

を
！ 

 

 

「
天
野
登
恵 

浜
中
町
福
島
県
人
会 

会
長
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で
」 

浜
中
福
島
県
人
会 

   

事
務
局
長 

菅
原 

秀
敏 

（
根
室
市
在
住
）  

 

浜
中
町
福
島
県
人
会
活
動
の
た
め
、
多 【懇親交流会の様子】 

３ 



大
な
ご
尽
力
を
な
さ
れ
て
き
た
天
野
登

恵
浜
中
町
福
島
県
人
会
会
長
が
、
去
る
令

和
二
年
五
月
十
日
午
前
九
時
過
ぎ
、
誤
嚥

性
肺
炎
の
た
め
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た

病
院
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
三

歳
で
し
た
。 

 

平
成
二
十
一
年
、
当
時
副
会
長
で
あ
っ

た
天
野
さ
ん
は
、
草
野
藤
夫
前
会
長
の
後

を
引
き
受
け
会
長
に
就
任
さ
れ
、
爾
来
、

青
年
団
活
動
や
町
会
活
動
で
培
っ
た
持

ち
前
の
行
動
力
で
浜
中
町
の
福
島
県
人

会
を
牽
引
さ
れ
、
縦
横
の
活
動
を
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、
浜
中
町
福
島
県
人
会
は
、
会
長

就
任
時
、
会
員
は
、
浜
中
町
は
も
と
よ
り
、

根
室
市
を
含
め
三
十
数
名
を
数
え
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
行
動
力
で
浜
中
町

か
ら
根
室
市
ま
で
車
を
運
転
し
て
、
会
員

宅
を
回
り
、
会
員
相
互
の
絆
づ
く
り
に
尽

力
致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
福
島
県

人
会
北
海
道
連
合
会
総
会
、
道
東
三
県
人

会
の
持
ち
回
り
合
同
観
楓
会
に
も
会
員

を
誘
っ
て
、
自
ら
運
転
し
、
全
道
各
地
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
近
年
は
、
股
関
節
脱
臼
な
ど
で

入
退
院
を
繰
り
返
し
、
昨
年
は
一
年
以
上

の
入
院
で
あ
り
ま
し
た
が
、
持
ち
前
の
責

任
感
か
ら
入
院
先
の
病
院
か
ら
電
話
で

連
絡
、
指
示
を
行
い
、
県
人
会
活
動
に
努

め
て
お
り
ま
し
た
。 

 

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
八
十

三
年
と
い
う
生
涯
は
、
惜
し
ん
で
も
惜
し

み
き
れ
な
い
生
涯
で
あ
り
、
心
か
ら
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

「
福
島
・
そ
し
て
川
俣
町
に
エ
ー
ル
」 

苫
小
牧
福
島
県
人
会 

田
島 

み
つ
い  

 

作
曲
家 

古
関
裕
而
を
モ
デ
ル
に
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー

ル
」
は
、
川
俣
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に
と

っ
て
は
懐
か
し
く
、
親
し
み
や
す
く
、
毎

回
食
い
入
る
よ
う
に
楽
し
く
観
て
お
り

ま
す
。
俳
優
の
巧
み
な
田
舎
言
葉
（
方
言
）

に
子
供
心
に
還
る
気
が
し
ま
す
。 

 

古
関
裕
而
が
二
年
間
勤
め
た
と
い
う

川
俣
銀
行
は
今
、
東
邦
銀
行
川
俣
支
店
と

な
り
引
き
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。
川
俣
は

福
島
か
ら
国
道
一
一
四
号
線
を
浪
江
方

面
へ
二
十
キ
ロ
程
の
と
こ
ろ
で
す
。
私
が

中
学
校
に
通
学
し
て
い
た
頃
、
街
は
と
て

も
活
気
が
あ
り
下
校
時
の
バ
ス
時
間
ま

で
よ
く
商
店
街
に
寄
り
道
を
し
た
も
の

で
す
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
で
も

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
機
織
の
音
、

商
店
街
の
人
波
、
と
て
も
賑
や
か
で
楽
し

か
っ
た
思
い
出
の
町
で
す
。 

 

絹
の
町
と
し
て
栄
え
た
川
俣
の
「
道
の

駅
シ
ル
ク
ピ
ア
」
に
は
、
絹
製
品
や
川
俣

シ
ャ
モ
の
加
工
品
が
並
ん
で
お
り
ま
す
。

川
俣
シ
ャ
モ
は
、
千
歳
で
一
昨
年
開
催
さ

れ
た
北
海
道
連
合
会
総
会
時
の
懇
親
会

に
川
俣
町
長
・
社
長
が
出
席
さ
れ
た
折

「
シ
ャ
モ
料
理
」
を
提
供
さ
れ
、
美
味
く

頂
き
ま
し
た
。
現
在
、
シ
ャ
モ
を
飼
育
・

加
工
し
て
い
る
本
社
は
、
私
の
母
校
小
学

校
の
跡
地
に
あ
り
ま
す
。 

 

年
々
老
い
て
い
く
中
で
、
郷
里
の
こ
と

が
話
題
に
な
る
と
大
変
う
れ
し
く
又
、
語

り
合
え
る
県
人
会
と
の
出
逢
い
に
感
謝

で
す
。 

 

♪
♪
♪
花
塚
の
峰
に
の
ぼ
る
朝
日
を 

 

仰
げ
ば
然
ゆ
る
我
ら
が
母
校
♪
♪
♪ 

 
 古

関
裕
而
が
作
曲
し
た
私
の
母
校
川
俣

中
学
校
校
歌
の
一
節
で
す
。 

  

 

 

旭
川
県
人
会 

 

條 

元
彦 

様
（
出
身 

福
島
市
） 

「
暑
か
っ
た
福
島
」 

赤
い
夕
陽
が
公
舎
を
染
め
て
・
・
が
流

行
し
た
昭
和
三
十
八
年
、
私
は
、
学
校
を

卒
業
後
、
社
内
教
育
を
受
け
て
福
島
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
福
島
駅
は
、
一

階
が
駅
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
パ
ー
ト
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
私
の
仕
事
場
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

宿
舎
は
福
島
交
通
飯
坂
線
の
福
島
駅

か
ら
十
五
分
、
笹
谷
駅
の
近
く
に
間
借
り

を
し
て
の
通
勤
で
し
た
。 

 

初
め
て
福
島
の
夏
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
暑
く
て
暑
く
て
、
夏
負
け
を
し
、
食

事
は
ご
飯
に
水
を
か
け
流
し
込
ん
で
い

ま
し
た
し
、
夜
は
睡
眠
不
足
等
で
十
キ
ロ

の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

は
効
果
が
あ
っ
た
か
も
。
休
み
に
は
楽
器

練
習
や
映
画
、
た
ま
に
郡
山
の
兄
の
所
に

遊
び
に
行
き
ま
し
た
し
、
社
内
旅
行
で
岳

温
泉
に
も
行
き
楽
し
い
思
い
出
も
あ
り

ま
す
。 

 

同
年
九
月
に
は
都
合
に
よ
り
自
衛
隊

に
入
隊
し
仙
台
で
教
育
後
、
北
海
道
の
千

歳
第
七
師
団
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後
第
七

師
団
音
楽
隊
に
転
属
、
五
年
後
に
は
枝
幸

で
地
方
公
務
員
と
な
り
、
定
年
後
旭
川
に

転
居
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

   

木
幡 

光
範 

様
（
出
身 

相
馬
市
） 

 

曾
祖
父
が
福
島
県
相
馬
の
町
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
ご
縁
で
、
旭
川
県
人
会
へ

の
申
し
込
み
を
さ
せ
て
頂
い
た
所
、
ご
承

認
を
賜
り
誠
に
有
難
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
健
康
に
感

謝
し
な
が
ら
皆
様
と
県
人
会
に
て
、
我
が

郷
土
福
島
県
の
、
あ
の
土
・
あ
の
光
・
あ

の
山
の
色
・
あ
の
海
の
輝
き
等
、
ご
一
緒

４ 



に
お
話
し
さ
せ
て
頂
け
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
入
会
ご

承
認
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

素
野 

悟 

様
（
出
身 
旭
川
市
） 

新
し
く
会
員
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

苫
小
牧
県
人
会 

 

小
山
田 

渚 

様
（
出
身 

石
川
町
） 

関
根 

久
修 

様
（
出
身 

須
賀
川
市
） 

山
口 

勝
次 

様
（
出
身 

二
本
松
市
） 

  

 

 全
国
新
酒
鑑
評
会
に
て
、
震
災
以
降
最
多

と
な
る
三
十
三
銘
柄
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

 

独
立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
が

開
催
し
て
い
る
令
和
元
酒
造
年
度
「
全
国

新
酒
鑑
評
会
」
に
お
い
て
福
島
県
か
ら
三

十
三
銘
柄
が
入
賞
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
最

終
審
査
の
決
審
が
中
止
と
な
り
、
金
賞
は

選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
島
県
は

新
潟
県
の
三
十
九
銘
柄
に
次
ぎ
、
長
野
県

と
並
ん
で
全
国
二
位
の
入
賞
数
と
、
改
め

て
福
島
県
の
酒
造
業
者
の
高
い
醸
造
技

術
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
高
い
評
価
に
つ

な
が
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

く
だ
も
の
消
費
拡
大
委
員
会
に
よ
る 

北
海
道
で
の
も
も
の
Ｐ
Ｒ
が 

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

  

七
月
十
五
日
（
水
）
か
ら
十
六
日
（
木
）

の
二
日
間
、
北
海
道
内
（
旭
川
市
・
札
幌

市
）
に
て
福
島
県
く
だ
も
の
消
費
拡
大
委

員
会
に
よ
る
も
も
の
Ｐ
Ｒ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
は
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
（
髙
橋
亜
希
さ
ん
、

山
田
奈
菜
さ
ん
）
を
は
じ
め
、
主
要
産
地

で
あ
る
伊
達
市
や
桑
折
町
、
全
農
福
島
県

本
部
、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組
合
が

来
道
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
例
年
実
施
さ
れ
て
い
た

懇
親
会
関
係
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
マ
ス
ク
を
着
用
の

上
、
市
場
や
関
係
機
関
を
訪
問
し
、
旬
を

迎
え
る
福
島
県
産
も
も
の
お
い
し
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

 

 

福
島
県
産
も
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト 

「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。in 

北
海
道
」 

を
開
催
し
ま
し
た 

 
 
 令

和
二
年
七
月
二
十
二
日
（
水
）
に
、

札
幌
市
内
で
福
島
県
産
も
も
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
ル
ー
（
小
松
穂
乃
亜
さ
ん
）
や

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ふ
く
し
ま
隊
が
駆
け
つ
け
、

出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
た
も
も
の
お
い

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ふ
く
し

ま
隊
に
よ
る
福
島
県
の
Ｐ
Ｒ
ト
ー
ク
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
福
島
県
産
も
も
や
、
も
も

ジ
ュ
ー
ス
、
ま
ま
ど
お
る
な
ど
の
県
産
品
、

二
本
松
市
の
地
酒
「
人
気
酒
造
」
の
販
売

を
行
い
、
多
く
の
方
が
お
い
し
い
福
島
の

お
酒
と
も
も
を
買
い
求
め
、
大
変
な
賑
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。 

 

 

 

【ももの販売の様子】 

【札幌中央卸売市場セリ台でのPR の様子】 

金
賞
受
賞
数

七
年
連
続
全
国

一
位
の
記
録
更

新

に

つ

い

て

は
、
残
念
な
が

ら
次
回
に
持
ち

越
し
と
な
り
ま

し
た
が
、
全
国

に
誇
れ
る
お
い

し
い
福
島
県
の

日
本
酒
を
、
皆

様
も
是
非
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。 

５ 



 
道
北
ア
ー
ク
ス
で
の 

「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。」
フ
ェ
ア
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月

二
日
に
か
け
て
、
旭
川
市
及
び
そ
の
周
囲

の
ウ
ェ
ス
タ
ン
、
ア
ー
ク
ス
、
ビ
ッ
グ
ハ

ウ
ス
に
て
、
福
島
県
産
の
も
も
と
米
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
ウ
ェ
ス
タ

ン
三
店
舗
で
は
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
も
実

施
さ
れ
、
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
旭
川
県
人
会
の
圓
谷
清
事
務
局

長
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
に
も
各
店
舗

に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

  

 

 

福
島
県
北
海
道
事
務
所 

次
長 

 
 

菅
野 

英
二
（
出
身 

伊
達
市
） 

 

 

四
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
勤
務
と
な

り
ま
し
た
菅
野
と
申
し
ま
す
。
伊
達
市
の

実
家
に
家
族
五
人
を
残
し
、
単
身
で
北
海

道
に
参
り
ま
し
た
。 

  

私
が
初
め
て
北
海
道
を
訪
れ
た
の
は
、

三
十
年
ほ
ど
前
の
学
生
時
代
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
以
来
、
出
張
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

旅
行
な
ど
、
か
れ
こ
れ
十
回
ほ
ど
の
短
期

滞
在
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
に

住
む
こ
と
に
な
る
と
は
露
程
も
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昔
か
ら
の
憧
れ
と
興
味

深
い
地
で
も
あ
り
、
北
海
道
生
活
が
大
変

楽
し
み
で
す
。 

  

私
の
県
職
員
と
し
て
の
職
種
は
、
農
業

技
術
職
で
す
。
県
職
員
に
採
用
さ
れ
て
以

来
、
農
業
の
技
術
普
及
・
試
験
研
究
・
行

政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
初
め

て
農
業
の
枠
を
超
え
た
職
場
と
な
り
不

安
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
を
活
か
し
な
が

ら
、
少
し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。 

  

農
業
技
術
職
と
い
っ
て
も
細
か
く
見

れ
ば
専
門
分
野
が
あ
り
、
私
は
、
桃
や
り

ん
ご
、
あ
ん
ぽ
柿
と
い
っ
た
果
樹
が
専
門

で
す
。
北
海
道
で
は
、
福
島
県
の
桃
や
あ

ん
ぽ
柿
が
人
気
で
、
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
桃

が
な
け
れ
ば
お
盆
を
迎
え
ら
れ
な
い
、
そ

の
桃
は
福
島
の
桃
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
福
島
県
民
に
と
り
大

変
有
り
難
い
話
で
あ
り
、
北
海
道
の
皆
様

に
は
、
桃
だ
け
で
な
く
、
あ
ん
ぽ
柿
等
の

福
島
県
産
青
果
物
を
よ
り
一
層
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
今
冬
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私
達
の
健
康
を
脅

か
し
、
社
会
活
動
を
制
限
し
、
今
な
お
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
北
海
道
事

務
所
と
し
て
も
業
務
や
行
事
が
制
限
さ

れ
、
私
自
身
も
北
海
道
の
食
や
文
化
、
観

光
等
を
十
分
に
堪
能
で
き
な
い
の
は
残

念
で
す
が
、
新
し
い
生
活
様
式
を
遵
守
し

な
が
ら
、
一
日
も
早
く
安
心
し
た
暮
ら
し

や
仕
事
環
境
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。 

  

今
後
と
も
、
県
人
会
の
皆
様
と
の
交
流

を
通
し
て
、
北
海
道
に
触
れ
、
愉
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

主
事 

加
藤
鉄
平
（
出
身 

二
本
松
市
） 

 

 

四
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
勤
務
に
な

り
ま
し
た
、
加
藤
と
申
し
ま
す
。 

 

実
は
、
大
学
生
の
頃
は
札
幌
に
在
住
し

て
お
り
、
福
島
学
寮
（
旧
：
会
津
学
寮
）

の
寮
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
度
末
の

人
事
異
動
で
北
海
道
行
き
を
言
い
渡
さ

れ
た
際
に
は
、
両
親
は
「
ま
た
行
く
の
か

…
」
と
呆
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
六
年
越

し
の
北
海
道
と
い
う
こ
と
で
、
ご
縁
が
あ

る
の
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

札
幌
に
住
む
の
は
二
度
目
に
は
な
り

ま
す
が
、
学
生
時
代
と
は
違
っ
た
新
鮮
な

視
点
で
、
北
海
道
の
魅
力
を
感
じ
つ
つ
、

福
島
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
何
卒
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

余
談
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
方
二
本

松
市
岳
温
泉
の
出
身
で
す
。
源
泉
は
安
達

太
良
山
の
中
腹
に
あ
り
、
長
さ
約
８
㎞
、

自
然
落
下
で
は
日
本
一
の
引
き
湯
に
よ

っ
て
、
適
度
に
湯
揉
み
さ
れ
た
温
泉
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福
島
に
い
ら
し

た
際
に
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

と
こ
の
よ
う
な
地
元
Ｐ
Ｒ
を
挟
み
つ
つ
、

結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【ガラポン抽選会の様子】 

６ 


